























































































































































































さらに，音域枠を形成する音として c 音が加わり，d 音とともにそれら下降
旋律の停止音となっているのである。ここでは，下から g－d－g の二つの音





























































































































眄 ゼクエンツ Sequenz の有無は，おそらく日本伝統音楽では存在しないのが一般
的と思われるが，なぜそれが生じないのか，振り返ってなぜヨーロッパの器楽で
は現れるのかといつた問題は，きわめて興味深いテーマである。
眩 ここで使用している「音楽」という言葉は，「音を用いた表現」といった意味で
あるにすぎない。
眤 「踊りとはフリとのフシとの結合体」であると述べているのは馬淵卯三郎である
（谷村晃編『十津川の盆踊り』1992年，アカデミアメミュージック，p. 105）
が，これは獅子舞の旋律の分析においても示唆的な言葉である。
また，馬淵は，民俗芸能における旋律を考える上で「地域旋律財」という概念を
提唱している。筆者はこの概念からも多くの示唆を得ている。
眞 植木行宣「民俗文化分布圏試論」（植木，樋口昭編『民俗文化分布圏論』1993
年，名著出版，所収）p. 11以下。
──文学部教授──
５０ 民俗旋律のエコノミーについて
